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七
七

謝
莊
の
『
春
秋
左
氏
經
傳
圖
』

南　

澤　

良　

彦

序

　

私
は
先
に
論
考
「
南
朝
の
明
堂
に
つ
い
て―

謝
莊
の
明
堂
歌
を
中
心
と
し
て―

」
に
お
い
て
、
中
国
南
朝
宋
時
代
の
人
で
あ
る
謝
莊

（
四
二
一
〜
四
六
六
）
を
研
究
対
象
と
し
、
主
と
し
て
そ
の
明
堂
歌
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

（
１
）

。
そ
の
際
、
謝
荘
が
作
っ
た
、
文
学
作
品

以
外
の
、「
作
品
」
に
言
及
し
た
。
す
な
わ
ち
『
宋
書
』
卷
八
十
五
列
傳
第
四
十
五
に
収
め
る
謝
莊
の
本
傳
巻
首
に

　

謝
莊
、
字
希
逸
、
陳
郡
陽
夏
人
、
太
常
弘
微
子
也
。
年
七
歳
、
能
屬
文
、
通
論
語
。
及
長
、
韶
令
美
容
儀
、
太
祖
見
而
異
之
、
謂

尚
書
僕
射
殷
景
仁
、
領
軍
將
軍
劉
湛
曰
、「
藍
田
出
玉
、
豈
虚
也
哉
。」
初
為
始
興
王
濬
後
軍
法
曹
行
參
軍
、
轉
太
子
舍
人
・
廬
陵
王

文
學
・
太
子
洗
馬
・
中
舍
人
・
廬
陵
王
紹
南
中
郎
諮
議
參
軍
。
又
轉
隨
王
誕
後
軍
諮
議
、
並
領
記
室
。

　

分
左
氏
經
傳
、
隨
國
立
篇
、
製
木
方
丈
、
圖
山
川
土
地
、
各
有
分
理
、
離
之
則
州
別
郡
殊
、
合
之
則
宇
内
為
一
。

　

（
謝
莊
、
字
は
希
逸
、
陳
郡
陽
夏
の
人
、
太
常
弘
微
の
子
な
り
。
年
七
歳
、
能
く
文
を
屬
づ
り
、
論
語
に
通
ず
。
長
ず
る
に
及
び
、

韶
令
に
し
て
容
儀
美
し
く
、
太
祖
（
宋
・
文
帝
）
見
て
之
を
異
と
し
、
尚
書
僕
射
殷
景
仁
、
領
軍
將
軍
劉
湛
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
藍

田
玉
を
出
だ
す
、
豈
に
虚
な
ら
ん
や
」
と
。
初
め
始
興
王
濬
の
後
軍
法
曹
行
參
軍
と
為
り
、
太
子
舍
人
・
廬
陵
王
文
學
・
太
子
洗
馬
・

中
舍
人
・
廬
陵
王
紹
の
南
中
郎
諮
議
參
軍
に
轉
ず
。
又
た
隨
王
誕
の
後
軍
諮
議
に
轉
じ
、
並
び
に
記
室
を
領
す
。
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左
氏
の
經
傳
を
分
け
、
國
に
隨
ひ
て
篇
を
立
て
、
木
の
方
丈
を
製
し
、
山
川
土
地
を
圖
し
、
各
を
の
分
理
有
り
、
之
を
離
せ
ば
則

ち
州
別
れ
郡
殊
な
り
、
之
を
合
せ
ば
則
ち
宇
内
一
と
為
る
。）

と
あ
る
、
そ
の
第
二
段
落
の
「
分
左
氏
經
傳
、
隨
國
立
篇
、
製
木
方
丈
、
圖
山
川
土
地
、
各
有
分
理
、
離
之
則
州
別
郡
殊
、
合
之
則
宇
内

為
一
。」
と
い
う
記
述
に
着
目
し
た
の
で
あ
る
。

　

該
論
考
で
は
、「
分
左
氏
經
傳
、
隨
國
立
篇
」
で
句
点
を
打
ち
、
二
つ
の
「
作
品
」
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
た
上
で
、「
前
者
は
い
わ
ば

『
左
氏
春
秋
傳
國
別
本
末
』
と
も
い
う
べ
き
も
の
。
後
者
は
州
郡
単
位
で
分
離
可
能
な
木
製
の
中
國
地
圖
に
他
な
ら
な
い

（
2
）

」
と
私
は
書
い

た
。
そ
し
て
、『
春
秋
左
氏
傳
』
を
『
春
秋
經
』
と
と
も
に
国
ご
と
に
分
け
て
再
構
成
す
る
と
い
う
行
為
及
び
木
製
の
地
図
を
州
郡
別
に

筋
目
（
切
り
目
）
を
入
れ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
で
き
ま
た
再
合
体
で
き
る
よ
う
に
し
た
、
と
い
う
点
を
捉
え
て
、
該
論
考
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
「
明
堂
歌
」
の
分
析
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
謝
莊
の
「
全
体
と
個
と
の
相
対
関
係
、
個
の
総
体
と
し
て
の
全
体
と
い
う
思
考
様
式
を
好

む
傾
向

（
３
）

」
を
指
摘
し
た
。
謝
莊
の
研
究
を
進
め
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
結
論
に
は
確
信
を
深
め
る
一
方
で
あ
る
が
、
右
記
の
解
釈
に
は―

―

二
つ
の
作
品
と
し
た
こ
と
を
含
め
て―

―

再
検
討
の
必
要
を
感
じ
る
に
至
っ
た
。

　

本
論
考
は
、
発
明
品
と
い
っ
て
よ
い
謝
莊
の
珍
奇
な
る
「
作
品
」
に
つ
い
て
、
そ
の
本
質
を
解
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

「
分
左
氏
經
傳
、
隨
國
立
篇
」

　

「
分
左
氏
經
傳
、
隨
國
立
篇
」
と
い
う
二
句
は
、
さ
き
に
私
が
解
釈
し
た
通
り
、「
い
わ
ば
『
左
氏
春
秋
傳
國
別
本
末
』
と
も
い
う
べ
き

も
の
」
を
発
明
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
来
編
年
体
で
あ
る
『
春
秋
』
の
經
と
傳
と
を
国
別
に
編
集
し
直
し
た
も
の

と
い
う
推
測
で
あ
る
。『
左
氏
春
秋
傳
國
別
本
末
』
な
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
清
の
高
士
奇
が
著
し
た
『
左
傳
紀
事
本
末
』
か
ら
着
想
し
た
。

一
般
に
「
紀
事
本
末
体
」
自
体
は
、
南
宋
の
袁
枢
の
著
『
通
鑑
紀
事
本
末
』
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
謝
莊
の
「
作
品
」
は
「
紀
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事
本
末
体
」
の
始
ま
り
を
相
当
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
推
定
は
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
当
否
を
検
討
す
る
た
め

に
ま
ず
、
謝
莊
が
生
き
た
南
朝
宋
時
代
に
お
け
る
『
春
秋
』
関
係
の
著
作
の
情
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、『
隋
書
』

經
籍
志
一
經
部
春
秋
の
項
で
あ
る
。

１
（
４
）

　

春
秋
經
十
一
卷
【
吳
衞
將
軍
士
燮
注（

５
）。】

２　

春
秋
左
氏
長
經
二
十
卷
【
漢
侍
中
賈
逵
章
句
。】

３　

春
秋
左
氏
解
詁
三
十
卷
【
賈
逵
撰
。】

４　

春
秋
左
氏
傳
解
誼
三
十
一
卷
【
漢
九
江
太
守
服
虔
注
。】

５　

春
秋
左
氏
傳
三
十
卷
【
王
肅
注
。】

６　

春
秋
左
氏
傳
三
十
卷
【
董
遇
章
句
。】

７　

春
秋
左
氏
傳
義
注
十
八
卷
【
孫
毓
注
。】

８　

春
秋
左
氏
傳
十
二
卷
【
魏
司
徒
王
朗
撰
。】

９　

春
秋
左
氏
經
傳
集
解
三
十
卷
【
杜
預
撰
。】

10　

春
秋
杜
氏
、
服
氏
注
春
秋
左
傳
十
卷
【
殘
缺
。】

11　

春
秋
左
氏
傳
音
三
卷
【
魏
中
散
大
夫

康
撰
。
梁
有
服
虔
、
杜
預
音
三
卷
、
魏
高
貴

公
春
秋
左
氏
傳
音
三
卷
、
曹

音
、
尚

書
左
人
郎
荀
訥
等
音
四
卷
、
亡
。】

12　

春
秋
左
氏
傳
音
三
卷
【
李
軌
撰
。】

13　

春
秋
左
氏
傳
音
三
卷
【
徐
邈
撰
。】

14　

春
秋
釋
訓
一
卷
【
賈
逵
撰
。】
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15　

春
秋
左
氏
經
傳
朱
墨
列
一
卷
【
賈
逵
撰
。】

16　

春
秋
釋
例
十
卷
【
漢
公
車
徵
士
穎
容
撰
。
梁
有
春
秋
左
氏
傳
條
例
九
卷
、
漢
大
司
農
鄭

撰
。】

17　

春
秋
左
氏
膏
肓
釋
痾
十
卷
【
服
虔
撰
。
梁
有
春
秋
漢
議
駁
二
卷
、
服
虔
撰
、
亡
。】

18　

駁
何
氏
漢
議
二
卷
【
鄭
玄
撰
。】

19　

春
秋
成
長
説
九
卷
【
服
虔
撰
。
梁
有
春
秋
左
氏
達
義
一
卷
、
漢
司
徒
掾
王

撰
、
亡
。】

20　

春
秋
塞
難
三
卷
【
服
虔
撰
。
梁
有
春
秋
雜
議
難
五
卷
、
漢
少
府
孔
融
撰
、
春
秋
左
氏
釋
駁
一
卷
、
王
朗
撰
。
亡
。】

21　

春
秋
説
要
十
卷
【
魏
樂
平
太
守
糜
信
撰
。】

22　

春
秋
釋
例
十
五
卷
【
杜
預
撰
。
梁
有
春
秋
釋
例
引
序
一
卷
、
齊
正
員
郎
杜
乾
光
撰
、
亡
。】

23　

春
秋
左
氏
傳
評
二
卷
【
杜
預
撰
。】

24　

春
秋
條
例
十
一
卷
【 

晉
太
尉
劉
寔
撰
。
梁
有
春
秋
公
羊
達
義
三
卷
、
劉
寔
撰
、
亡
。】

25　

春
秋
經
例
十
二
卷
【
晉
方
範
撰
。
梁
有
春
秋
釋
滯
十
卷
、
晉
尚
書
左
丞
殷
興
撰
、
春
秋
釋
難
三
卷
、
晉
護
軍
范
堅
撰
。
亡
。】

26　

春
秋
左
氏
傳
條
例
二
十
五
卷

27　

春
秋
義
例
十
卷

28　

春
秋
左
傳
例
苑
十
九
卷
【
梁
有
春
秋
經
傳
說
例
疑
隱
一
卷
、
吳
略
撰
、
春
秋
左
氏
分
野
一
卷
、
春
秋
十
二
公
名
一
卷
、
鄭
玄
撰
。

亡
。】

29　

春
秋
左
氏
經
傳
通
解
四
卷
【 

王
述
之
撰
。】

30　

春
秋
左
氏
傳
賈
、
服
異
同
略
五
卷
【
孫
毓
撰
。】

31　

春
秋
左
氏
函
傳
義
十
五
卷
【
干
寶
撰
。】

32　

春
秋
左
氏
區
別
三
十
卷
【
宋
尚
書
功
論
郎
何
始
真
撰
。】
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33　

春
秋
文
苑
六
卷

34　

春
秋
叢
林
十
二
卷

35　

春
秋
義
林
一
卷

36　

春
秋
大
夫
辭
三
卷

37　

春
秋
嘉
語
六
卷

38　

春
秋
左
氏
諸
大
夫
世
譜
十
三
卷

39　

春
秋
五
辯
二
卷
【
梁
五
經
博
士
沈
宏
撰
。】

40　

春
秋
辯
證
六
卷

41　

春
秋
旨
通
十
卷
【
王
述
之
撰
。】

42　

春
秋
經
傳
解
六
卷
【
崔
靈
恩
撰
。】

43　

春
秋
申
先
儒
傳
論
十
卷
【
崔
靈
恩
撰
。】

44　

春
秋
左
氏
傳
立
義
十
卷
【
崔
靈
恩
撰
。】

45　

劉
寔
等
集
解
春
秋
序
一
卷

46　

春
秋
序
論
二
卷
【
干
寶
撰
。】

47　

春
秋
序
一
卷
【
賀
道
養
注
。】

48　

春
秋
序
一
卷
【
崔
靈
恩
撰
。】

49　

春
秋
序
一
卷
【
田
元
休
注
。】

50　

春
秋
左
傳
杜
預
序
集
解
一
卷
【
劉
炫
注
。】

51　

春
秋
左
氏
經
傳
義
略
二
十
五
卷
【
陳
國
子
博
士
沈
文
阿
撰
。】
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52　

王
元
規
續
沈
文
阿
春
秋
左
氏
傳
義
略
十
卷

53　

春
秋
義
略
三
十
卷
【 

陳
右
軍
將
軍
張
沖
撰
。】

54　

春
秋
左
氏
義
略
八
卷

55　

春
秋
五
十
凡
義
疏
二
卷

56　

春
秋
左
氏
傳
述
義
四
十
卷
【 

東
京
太
學
博
士
劉
炫
撰
。】

57　

春
秋
序
義
疏
一
卷
【
梁
有
春
秋
發
題
一
卷
、
梁
簡
文
帝
撰
、
春
秋
左
氏
圖
十
卷
、
漢
太
子
太
傅
嚴
彭
祖
撰
、
古
今
春
秋
盟
會
地

圖
一
卷
。
亡
。】

58　

春
秋
公
羊
傳
十
二
卷
【
嚴
彭
祖
撰
。】

59　

春
秋
公
羊
解
詁
十
一
卷
【 
漢
諫
議
大
夫
何
休
注
。】

60　

春
秋
公
羊
經
傳
十
三
卷
【
晉
散
騎
常
侍
王
愆
期
注
。
梁
有
春
秋
公
羊
傳
十
二
卷
、
晉
河
南
太
守
高
龍
注
、
春
秋
公
羊
傳
十
四
卷
、

孔
衍
集
解
、
春
秋
公
羊
音
、
李
軌
、
晉
徴
士
江
淳
撰
、
各
一
卷
。】

61　

春
秋
繁
露
十
七
卷
【
漢
膠
西
相
董
仲
舒
撰
。】

62　

春
秋
決
事
十
卷
【
董
仲
舒
撰
。】

63　

春
秋
決
疑
論
一
卷

64　

春
秋
左
氏
膏
肓
十
卷
【
何
休
撰
。】

65　

春
秋
穀
梁
廢
疾
三
卷
【
何
休
撰
。】

66　

春
秋
漢
議
十
三
卷
【
何
休
撰
。】

67　

駁
何
氏
漢
議
二
卷
【
鄭
玄
撰
。
梁
有
漢
議
駁
二
卷
、
服
虔
撰
、
亡
。】

68　

駁
何
氏
漢
議
敍
一
卷
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69　

春
秋
公
羊
墨
守
十
四
卷
【
何
休
撰
。】

70　

春
秋
公
羊
例
序
五
卷
【
刁
氏
撰
。】

71　

春
秋
公
羊
諡
例
一
卷
【
何
休
撰
。
梁
有
春
秋
公
羊
傳
條
例
一
卷
、
何
休
撰
、
春
秋
公
羊
傳
問
答
五
卷
、
荀
爽
問
、
魏
安
平
太
守

徐
欽
答
、
春
秋
公
羊
論
二
卷
、
晉
車
騎
將
軍
庾
翼
問
、
王
愆
期
答
。
亡
。】

72　

春
秋
公
羊
解
序
一
卷
【
鮮
于
公
撰
。】

73　

春
秋
公
羊
疏
十
二
卷

74　

春
秋
穀
梁
傳
十
三
卷
【
吳
僕
射
唐
固
注
。
梁
有
春
秋
穀
梁
傳
十
五
卷
、
漢
諫
議
大
夫
尹
更
始
撰
、
亡
。】

75　

春
秋
穀
梁
傳
十
二
卷
【
魏
樂
平
太
守
糜
信
注
。〔
樂
平
太
守　

「
樂
平
」
原
作
「
平
樂
」。
按
、
魏
書
地
形
志
無
平
樂
郡
、
有
樂
平
郡
。

今
據
改
。〕
】

76　

穀
梁
傳
十
卷
【
晉
堂
邑
太
守
張
靖
注
。
梁
有
春
秋
穀
梁
傳
十
三
卷
、
晉
給
事
郎
徐
乾
注
、
春
秋
穀
梁
傳
十
卷
、
胡
訥
集
解
。
亡
。】

77　

春
秋
穀
梁
傳
十
六
卷
【
程
闡
撰
。】

78　

春
秋
穀
梁
傳
十
四
卷
【
孔
衍
撰
。】

79　

春
秋
穀
梁
傳
十
二
卷
【
徐
邈
撰
。】

80　

春
秋
穀
梁
傳
十
四
卷
【
段
肅
注
、
疑
漢
人
。】

81　

春
秋
穀
梁
傳
五
卷
【
孔
君
揩
訓
、
殘
缺
。
梁
十
四
卷
。】

82　

春
秋
穀
梁
傳
十
二
卷
【
范
甯
集
解
。
梁
有
穀
梁
音
一
卷
、
亡
。】

83　

春
秋
穀
梁
傳
四
卷
【
殘
缺
、
張
、
程
、
孫
、
劉
四
家
集
解
。】

84　

糜
信
理
何
氏
漢
議
二
卷
【
魏
人
撰
。】

85　

春
秋
穀
梁
傳
義
十
卷
【
徐
邈
撰
。】
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86　

春
秋
議
十
卷
【
何
休
撰
。】

87　

徐
邈
答
春
秋
穀
梁
義
三
卷

88　

薄
叔
玄
問
穀
梁
義
二
卷
【
梁
四
卷
。】

89　

春
秋
穀
梁
傳
例
一
卷
【
范
寧
撰
。】

90　

春
秋
公
羊
、
穀
梁
傳
十
二
卷
【
晉
博
士
劉
兆
撰
。】

91　

春
秋
穀
梁
廢
疾
三
卷
【
何
休
撰
、
鄭
玄
釋
、
張
靖
箋
。】

92　

春
秋
公
羊
、
穀
梁
二
傳
評
三
卷

93　

春
秋
三
家
經
本
訓
詁
十
二
卷
【
賈
逵
撰
。
宋
有
三
家
經
二
卷
、
亡
。】

94　

春
秋
三
傳
論
十
卷
【
魏
大
長
秋
韓
益
撰
。】

95　

春
秋
經
合
三
傳
十
卷
【
潘
叔
度
撰
。】

96　

春
秋
成
奪
十
卷
【
潘
叔
度
撰
。】

97　

春
秋
三
傳
評
十
卷
【
胡
訥
撰
。
梁
有
春
秋
集
三
師
難
三
卷
、
春
秋
集
三
傳
經
解
十
卷
、
胡
訥
撰
。
今
亡
。】

98　

春
秋
土
地
名
三
卷
【
晉
裴
秀
客
京
相
璠
等
撰
。】

99　

春
秋
外
傳
國
語
二
十
卷
【
賈
逵
注
。】

100　

春
秋
外
傳
國
語
二
十
一
卷
【
虞
翻
注
。】

101　

春
秋
外
傳
章
句
一
卷
【
王
肅
撰
。
梁
二
十
二
卷
。】

102　

春
秋
外
傳
國
語
二
十
二
卷
【
韋
昭
注
。】

103　

春
秋
外
傳
國
語
二
十
卷
【
晉
五
經
博
士
孔
晁
注
。】

104　

春
秋
外
傳
國
語
二
十
一
卷
【
唐
固
注
。
梁
有
春
秋
古
今
盟
會
地
圖
一
卷
、
亡
。】
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謝莊の『春秋左氏經傳圖』

右
九
十
七
部
、
九
百
八
十
三
卷
。【
通
計
亡
書
、
合
一
百
三
十
部
、
一
千
一
百
九
十
二
卷
。】

　

春
秋
者
、
魯
史
策
書
之
名
。
昔
成
周
微
弱
、
典
章
淪
廢
、
魯
以
周
公
之
故
、
遺
制
尚
存
。
仲
尼
因
其
舊
史
、
裁
而
正
之
、
或
婉
而

成
章
、
以
存
大
順
、
或
直
書
其
事
、
以
示
首
惡
。
故
有
求
名
而
亡
、
欲
蓋
而
彰
、
亂
臣
賊
子
、
於
是
大
懼
。
其
所
褒
貶
、
不
可
具
書
、

皆
口
授
弟
子
。
弟
子
退
而
異
説
、
左
丘
明
恐
失
其
真
、
乃
為
之
傳
。
遭
秦
滅
學
、
口
説
尚
存
。
漢
初
、
有
公
羊
、
穀
梁
、
鄒
氏
、
夾

氏
、
四
家
並
行
。
王
莽
之
亂
、
鄒
氏
無
師
、
夾
氏
亡
。

　

初
齊
人
胡
母
子
都
、
傳
公
羊
春
秋
、
授
東
海

公
。

公
授
東
海
孟
卿
、
孟
卿
授
魯
人

孟
、

孟
授
東
海
嚴
彭
祖
、
魯
人
顏
安

樂
。
故
後
漢
公
羊
有
嚴
氏
、
顏
氏
之
學
、
與
穀
梁
三
家
並
立
。
漢
末
、
何
休
又
作
公
羊
解
説
。

　

而
左
氏
、
漢
初
出
於
張
蒼
之
家
、
本
無
傳
者
。
至
文
帝
時
、
梁
太
傅
賈
誼
為
訓
詁
、
授
趙
人
貫
公
。
其
後
劉
歆
典
校
經
籍
、
考
而

正
之
、
欲
立
於
學
、
諸
儒
莫
應
。
至
建
武
中
、
尚
書
令
韓
歆
請
立
而
未
行
。
時
陳
元
最
明
左
傳
、
又
上
書
訟
之
。
於
是
乃
以
魏
郡
李

封
為
左
氏
博
士
。
後
羣
儒
蔽
固
者
、
數
廷
爭
之
。
及
封
卒
、
遂
罷
。
然
諸
儒
傳
左
氏
者
甚

。
永
平
中
、
能
為
左
氏
者
、
擢
高
第
為

講
郎
。
其
後
賈
逵
、
服
虔
並
為
訓
解
。
至
魏
、
遂
行
於
世
。
晉
時
、
杜
預
又
為
經
傳
集
解
。
穀
梁
范
甯
注
、
公
羊
何
休
注
、
左
氏
服

虔
、
杜
預
注
、
倶
立
國
學
。
然
公
羊
、
穀
梁
、
但
試
讀
文
、
而
不
能
通
其
義
。
後
學
三
傳
通
講
、
而
左
氏
唯
傳
服
義
。
至
隋
、
杜
氏

盛
行
、
服
義
及
公
羊
、
穀
梁
浸
微
、
今
殆
無
師
説
。

　

（
春
秋
な
る
者
は
、
魯
史
策
書
の
名
な
り
。
昔
成
周
微
弱
し
、
典
章
淪
廢
し
、
魯
周
公
の
故
を
以
て
、
遺
制
尚
ほ
存
す
。
仲
尼
其

の
舊
史
に
因
り
て
、
裁
し
て
之
を
正
す
、
或
い
は
婉
に
し
て
章
を
成
し
、
以
て
大
順
を
存
し
、
或
い
は
其
の
事
を
直
書
し
て
、
以
て

首
惡
を
示
す
。
故
に
名
を
求
め
て
亡
び
、
蓋
は
ん
と
欲
し
て
彰
は
れ
、
亂
臣
賊
子
、
是
に
於
い
て
大
い
に
懼
る
。
其
の
褒
貶
す
る
所
、

具
さ
に
書
す
べ
か
ら
ず
、
皆
弟
子
に
口
授
す
。
弟
子
退
き
て
説
を
異
に
し
、
左
丘
明
其
の
真
を
失
ふ
こ
と
を
恐
れ
、
乃
ち
之
が
傳
を

為
く
る
。
秦
の
學
を
滅
ぼ
す
に
遭
ふ
に
、
口
説
尚
ほ
存
す
。
漢
初
、
公
羊
・
穀
梁
・
鄒
氏
・
夾
氏
有
り
、
四
家
並
び
行
は
る
。
王
莽

の
亂
あ
り
て
、
鄒
氏
師
無
く
、
夾
氏
亡
ぶ
。
初
め
齊
人
胡
母
子
都
、
公
羊
春
秋
を
傳
へ
、
東
海

公
に
授
く
。

公
東
海
孟
卿
に
授
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け
、
孟
卿
魯
人

孟
に
授
け
、

孟
東
海
嚴
彭
祖
・
魯
人
顏
安
樂
に
授
く
。
故
に
後
漢
公
羊
に
嚴
氏
・
顏
氏
の
學
有
り
、
穀
梁
と
三

家
並
び
立
つ
。
漢
末
、
何
休
又
公
羊
解
説
を
作
る
。

　

而
し
て
左
氏
、
漢
初
張
蒼
の
家
よ
り
出
で
、
本
傳
無
き
者
な
り
。
文
帝
の
時
に
至
り
、
梁
の
太
傅
賈
誼
訓
詁
を
為
し
、
趙
人
貫
公

に
授
く
。
其
の
後
劉
歆
典
校
經
籍
、
考
え
て
之
を
正
し
、
學
に
立
て
ん
と
欲
す
る
に
、
諸
儒
應
ず
る
無
し
。
建
武
中
に
至
り
、
尚
書

令
韓
歆
立
て
ん
こ
と
を
請
ひ
て
未
だ
行
は
れ
ず
。
時
に
陳
元
最
も
左
傳
に
明
る
く
、
又
上
書
し
て
之
を
訟
ふ
。
是
に
於
い
て
乃
ち
魏

郡
李
封
を
以
て
左
氏
博
士
と
成
す
。
後
羣
儒
蔽
固
な
る
者
、
數
し
ば
之
を
廷
爭
す
。
封
の
卒
す
る
に
及
び
、
遂
に
罷
る
。
然
る
に
諸

儒
の
左
氏
を
傳
ふ
る
者
甚
は
だ

し
。
永
平
中
、
能
く
左
氏
を
為
さ
む
る
者
、
高
第
を
擢
ら
ん
で
講
郎
と
為
す
。
其
の
後
賈
逵
・
服

虔
並
び
に
訓
解
を
為
く
る
。
魏
に
至
り
、
遂
に
世
に
行
わ
る
。
晉
の
時
、
杜
預
又
た
經
傳
集
解
を
為
く
る
。
穀
梁
范
甯
注
・
公
羊
何

休
注
・
左
氏
服
虔
・
杜
預
注
、
倶
に
國
學
に
立
て
ら
る
。
然
る
に
公
羊
・
穀
梁
、
但
だ
試
み
に
文
を
讀
む
も
、
而
れ
ど
も
其
の
義
に

通
ず
る
能
た
は
ず
。
後
學
三
傳
通
講
せ
ら
る
も
、
左
氏
唯
だ
服
の
義
を
傳
ふ
る
の
み
。
隋
に
至
り
、
杜
氏
盛
行
し
、
服
義
及
び
公
羊
・

穀
梁
浸
や
く
微
と
な
り
、
今
殆
ど
師
説
無
し
。）

　

一
読
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
謝
莊
の
『
左
氏
經
傳
隨
國
立
篇
』（
仮
称
）
に
関
す
る
記
事
は
な
く
、「
紀
事
本
末
体
」
の
著
作
も
見
当
た

ら
な
い
。
99
〜
104
番
の
『
春
秋
外
傳
國
語
』
は
そ
れ
に
類
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
い
わ
ゆ
る
『
春
秋
外
傳
國
語
』
は
『
左
氏
傳
』
と
同

じ
く
左
丘
明
の
著
と
さ
れ
、『
春
秋
外
傳
』
の
名
が
示
す
よ
う
に
『
春
秋
左
氏
傳
』（
内
傳
）
と
関
連
深
い
も
の
の
別
の
書
物
で
あ
る
。

　

西
晉
時
代
に
杜
預
（
二
二
二
〜
二
八
四
）
が
『
春
秋
經
』
と
『
左
氏
傳
』
と
を
年
ご
と
に
合
体
さ
せ
注
解
を
施
し
た
９
『
春
秋
左
氏

經
傳
集
解
』
三
十
卷
を
作
製
し
た
こ
と
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
南
朝
宋
時
代
に
は
春
秋
関
係
の
著
作
の
傾
向
は
分
離
よ
り
む
し
ろ
総
合

の
方
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

尤
も
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、『
春
秋
左
氏
經
傳
集
解
』
の
登
場
は
、
単
行
し
て
い
た
經
書
で
あ
る
『
春
秋
經
』
を
年
ご
と
に
切
り
離
し
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謝莊の『春秋左氏經傳圖』

て
そ
の
間
に
「
傳
」
に
過
ぎ
な
い
『
左
氏
傳
』
の
該
当
年
の
記
事
を
挿
入
す
る
と
い
う
行
為
が
公
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
『
春
秋
經
』
は
も
は
や
一
字
一
句
そ
の
構
造
ま
で
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
ス
ミ
ズ
ミ
に
ま
で
孔
子
の
技
巧
が
施
さ
れ
た
聖
典

で
な
く
、
鋏
を
入
れ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
も
よ
い
史
料
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
。
ま
た
、『
春
秋
左
氏
經
傳
集
解
』
受
容
の
積

極
さ
は
時
代
思
潮
の
、
総
合
へ
の
指
向
性
、
と
同
時
に
、
総
合
の
前
に
い
っ
た
ん
分
離
・
分
割
を
行
う
こ
と
を
は
ば
か
ら
な
い
果
敢
さ
を

も
見
て
取
れ
る
。
謝
莊
の
「
作
品
」
へ
さ
ほ
ど
の
逕
庭
は
な
い
の
で
あ
る
。

二　

「
製
木
方
丈
、
圖
山
川
土
地
、
各
有
分
理
、
離
之
則
州
別
郡
殊
、
合
之
則
宇
内
為
一
」

　

謝
莊
の
「
作
品
」
に
つ
い
て
の
記
述
の
後
半
部
分
「
製
木
方
丈
、
圖
山
川
土
地
、
各
有
分
理
、
離
之
則
州
別
郡
殊
、
合
之
則
宇
内
為
一
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
明
確
で
あ
る
。
一
丈
四
方
（
方
丈
）
の
木
で
製
作
さ
れ
、
自
然
の
地
形
（
山
川
）
及
び
行
政
区
域
（
土
地
）
が
描

か
れ
た
、
切
れ
目
（
分
理
）
を
入
れ
て
、
州
郡
単
位
に
ば
ら
し
た
り
、
く
っ
つ
け
て
天
下
世
界
を
出
現
さ
せ
て
み
た
り
で
き
る
立
体
地
図

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
古
代
・
中
世
に
於
い
て
一
丈
は
二
〜
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
だ
か
ら
、
巨
大
と
は
言
え
な
い

が
、
け
っ
し
て
小
さ
く
は
な
い
。
描
か
れ
た
地
形
な
ど
の
情
報
量
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
実
に
魅
力
的
な
地
図
を
謝
莊
は

発
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

問
題
は
こ
の
後
半
部
分
と
右
に
見
た
前
半
部
分
す
な
わ
ち
『
左
氏
經
傳
隨
國
立
篇
』（
仮
称
）
と
は
ど
の
よ
う
な
繋
が
り
な
の
か
と
い

う
こ
と
だ
。『
左
氏
經
傳
隨
國
立
篇
』（
仮
称
）
が
書
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
無
い
。
ま
た
右
の
解
釈
通
り
後
半
部
分
「
木
方
丈
圖
」

（
仮
称
）
が
木
製
の
中
国
全
土
地
図
で
あ
る
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。「
州
別
郡
殊
」
だ
か
ら
州
と
郡
と
が
行
政
区
域
の
呼
称
だ
っ
た
時
代
の

地
図
だ
と
し
た
ら
、
謝
莊
の
生
き
た
南
朝
宋
時
代
の
そ
れ
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
国
単
位
で
語
ら
れ
る
春
秋
時
代
も
周
代
の
名

残
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
州
・
郡
で
境
界
線
を
引
け
ぬ
こ
と
は
な
く
、
謝
莊
の
「
木
方
丈
圖
」（
仮
称
）
が
『
左
氏
經
傳
隨
國
立
篇
』（
仮
称
）

を
直
接
反
映
し
た
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
も
蓋
然
性
は
高
い
の
で
あ
る
。
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『
春
秋
』
と
地
図
と
は
接
点
を
持
っ
て
い
る
。
右
の
『
隋
書
』
經
籍
志
一
の
著
録
で
57
『
春
秋
序
義
疏
』
の
原
注
に
「
春
秋
左
氏
圖
十
巻
、

漢
太
子
傅
嚴
彭
祖
撰
。
古
今
春
秋
盟
會
地
圖
一
卷
。
亡
。」
と
あ
る
の
に
注
目
さ
れ
た
い
。
ま
た
98
『
春
秋
土
地
名
三
巻
』【
晉
裴
秀
客
京

相
璠
等
撰
。】
と
あ
る
の
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
杜
預
に
も
著
録
さ
れ
た
９
『
春
秋
左
氏
經
傳
集
解
』・
22
『
春
秋
釋
例
』

十
五
巻
・
23
『
春
秋
左
氏
傳
評
』
二
巻
の
他
に
「
春
秋
」
関
係
で
は
『
盟
會
圖
』
と
『
春
秋
長
曆
』
と
の
二
つ
の
著
作
が
あ
っ
た
こ
と
が

『
晉
書
』
巻
三
十
四
杜
預
列
傳
に
見
え
る

（
６
）

。

　

『
春
秋
左
氏
圖
』
の
「
圖
」
が
「
圖
書
」
な
の
か
、「
地
圖
」
な
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
も
そ
も
「
圖
書
」
の
語
と
「
地
圖
」
の
語

と
の
関
係
自
体
判
然
と
し
な
い
。「
圖
書
」「
圖
籍
」
の
範
疇
に
「
地
圖
」
は
含
ま
れ
、
し
か
も
相
当
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
98
『
春
秋
土
地
名
』
に
も
著
者
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
名
が
あ
が
る
晉
の
裴
秀
（
二
二
三
〜
二
七
一
）
の
本
傳
（
『
晉

書
』
巻
三
十
五
裴
秀
列
傳
）
に

　

秀
儒
學
洽
聞
、
且
留
心
政
事
、
當
禪
代
之
際
、
總
納
言
之
要
、
其
所
裁
當
、
禮
無
違
者
。
又
以
職
在
地
官
、
以
禹
貢
山
川
地
名
、

從
來
久
遠
、
多
有
變
易
。
後
世
説
者
或
強
牽
引
、
漸
以
闇
昧
。
於
是
甄

舊
文
、
疑
者
則
闕
、
古
有
名
而
今
無
者
、
皆
隨
事
注
列
、

作
禹
貢
地
域
圖
十
八
篇
、
奏
之
、
藏
於
祕
府
。
其
序
曰
、

　

圖
書
之
設
、
由
來
尚
矣
。
自
古
立
象
垂
制
、
而
賴
其
用
。
三
代
置
其
官
、
國
史
掌
厥
職
。
曁
漢
屠
咸
陽
、
丞
相
蕭
何
盡
收
秦
之
圖

籍
。
今
祕
書
既
無
古
之
地
圖
、
又
無
蕭
何
所
得
、
惟
有
漢
氏
輿
地
及
括
地
諸
雜
圖
。
各
不
設
分
率
、
又
不
考
正
準
望
、
亦
不
備
載
名

山
大
川
。
雖
有
粗
形
、
皆
不
精
審
、
不
可
依
據
。
或
荒
外
迂
誕
之
言
、
不
合
事
實
、
於
義
無
取
。

　

大
晉
龍
興
、
混
一
六
合
、
以
清
宇
宙
、
始
於
庸
蜀
、

入
其
岨
。
文
皇
帝
乃
命
有
司
、
撰
訪
呉
蜀
地
圖
。
蜀
土
既
定
、
六
軍
所
經
、

地
域
遠
近
、
山
川
險
易
、
征
路
迂
直
、
校
驗
圖
記
、
罔
或
有
差
。
今
上
考
禹
貢
山
海
川
流
、
原
隰
陂
澤
、
古
之
九
州
、
及
今
之
十
六

州
、
郡
國
縣
邑
、
疆
界

陬
、
及
古
國
盟
會
舊
名
、
水
陸
徑
路
、
為
地
圖
十
八
篇
。

　

制
圖
之
體
有
六
焉
。
一
曰
分
率
、
所
以
辨
廣
輪
之
度
也
。
二
曰
準
望
、
所
以
正
彼
此
之
體
也
。
三
曰
道
里
、
所
以
定
所
由
之
數
也
。
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四
曰
高
下
、
五
曰
方
邪
、
六
曰
迂
直
、
此
三
者
各
因
地
而
制
宜
、
所
以
校
夷
險
之
異
也
。
有
圖
象
而
無
分
率
、
則
無
以
審
遠
近
之
差
、

有
分
率
而
無
準
望
、
雖
得
之
於
一
隅
、
必
失
之
於
他
方
、
有
準
望
而
無
道
里
、
則
施
於
山
海
絕
隔
之
地
、
不
能
以
相
通
、
有
道
里
而

無
高
下
、
方
邪
、
迂
直
之
校
、
則
徑
路
之
數
必
與
遠
近
之
實
相
違
、
失
準
望
之
正
矣
、
故
以
此
六
者
參
而
考
之
。
然
遠
近
之
實
定
於

分
率
、
彼
此
之
實
定
於
道
里
、〔
晉
書

注
、
藝
文
類
聚
六
引
「
然
」
下
有
「
後
」
字
、「
彼
此
之
實
」
下
有
「
定
於
準
望
、
徑
路
之
實
」

八
字
、
當
據
補
。
按
、
初
學
記
五
引
同
類
聚
。〕
度
數
之
實
定
於
高
下
、
方
邪
、
迂
直
之
算
。
故
雖
有
峻
山
鉅
海
之
隔
、
絶
域
殊
方
之
迥
、

登
降
詭
曲
之
因
、
皆
可
得
舉
而
定
者
。
準
望
之
法
既
正
、
則
曲
直
遠
近
無
所
隱
其
形
也
。

　

（
（
裴
）
秀
儒
學
洽
聞
に
し
て
、
且
つ
心
を
政
事
に
留
む
。
禪
代
の
際
に
當
り
、
納
言
の
要
を
總
べ
、
其
の
裁
當
す
る
所
、
禮
に

違
ふ
者
無
し
。
又
た
以
え
ら
く
職
地
官
に
在
り
、
禹
貢
の
山
川
地
名
、
從
來
久
遠
な
る
を
以
て
、
變
易
有
る
こ
と
多
し
。
後
世
の
説

者
或
い
は
牽
引
を
強
め
、
漸
く
以
て
闇
昧
な
り
。
是
に
於
い
て
舊
文
を
甄

し
、
疑
ふ
者
は
則
ち
闕
き
、
古
名
有
り
て
今
無
き
者
、

皆
隨
事
注
列
し
て
、
禹
貢
地
域
圖
十
八
篇
を
作
り
、
之
を
奏
し
て
、
祕
府
に
藏
せ
ら
る
。
其
の
序
に
曰
く
、

　

圖
書
の
設
く
る
る
、
由
來
や
尚
し
。
古
よ
り
象
を
立
て
制
を
垂
れ
、
其
の
用
に
賴
む
。
三
代
其
の
官
を
置
き
、
國
史
厥
の
職
を
掌

る
。
漢
咸
陽
を
屠
る
に
曁
び
、
丞
相
蕭
何
盡
ご
と
く
秦
の
圖
籍
を
收
む
。
今
祕
書
既
に
古
の
地
圖
無
く
、
又
た
蕭
何
の
得
る
所
無
く
、

惟
だ
漢
氏
の
輿
地
及
び
括
地
諸
雜
圖
有
る
の
み
。
各
分
率
を
設
け
ず
、
又
た
正
準
望
を
考
え
ず
、
亦
た
備
さ
に
名
山
大
川
を
載
せ
ず
。

粗
形
有
り
と
雖
も
、
皆
精
審
せ
ず
、
依
據
す
べ
か
ら
ず
。
或
荒
外
迂
誕
の
言
、
事
實
に
合
わ
ず
、
義
に
於
て
取
る
無
し
。

　

大
晉
龍
興
し
、
六
合
を
混
一
し
、
以
て
宇
宙
を
清
め
、
庸
蜀
よ
り
始
め
、

し
て
其
の
岨
に
入
る
。
文
皇
帝
乃
ち
有
司
に
命
じ
、

呉
蜀
の
地
圖
を
撰
訪
す
。
蜀
土
既
に
定
ま
り
、
六
軍
經
る
所
、
地
域
の
遠
近
、
山
川
の
險
易
、
征
路
の
迂
直
、
圖
記
を
校
驗
し
、
或

い
は
差
有
る
罔
し
。
今
上
（
晉
・
武
帝
）
禹
貢
の
山
海
川
流
、
原
隰
陂
澤
、
古
の
九
州
、
及
び
今
の
十
六
州
、
郡
國
の
縣
邑
、
疆
界

の
郷
陬
、
及
び
古
國
盟
會
の
舊
名
、
水
陸
の
徑
路
を
考
え
、
地
圖
十
八
篇
と
為
す
。

　

制
圖
の
體
に
六
有
り
。
一
に
曰
く
分
率
、
廣
輪
の
度
を
辨
ず
る
所
以
な
り
。
二
に
曰
く
準
望
、
彼
此
の
體
を
正
す
所
以
な
り
。
三
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に
曰
く
道
里
、
由
る
所
の
數
を
定
む
る
所
以
な
り
。
四
に
曰
く
高
下
、
五
に
曰
く
方
邪
、
六
に
曰
く
迂
直
、
此
の
三
者
各
を
の
地
に

因
り
て
宜
を
制
し
、
夷
險
の
異
を
校
す
る
所
以
な
り
。
圖
象
有
り
て
分
率
無
け
れ
ば
、
則
ち
以
て
遠
近
の
差
を
審
ら
か
に
す
る
無
し
、

分
率
有
り
て
準
望
無
け
れ
ば
、
之
を
一
隅
に
得
と
雖
も
、
必
ず
之
を
他
方
に
失
ふ
、
準
望
有
り
て
道
里
無
け
れ
ば
、
則
ち
山
海
絕
隔

の
地
に
施
す
も
、
以
て
相
ひ
通
ず
る
能
は
ず
、
道
里
有
り
て
高
下
・
方
邪
・
迂
直
の
校
無
け
れ
ば
、
則
ち
徑
路
の
數
必
ず
遠
近
の
實

と
相
ひ
違
ひ
、
準
望
の
正
を
失
へ
り
、
故
に
此
の
六
者
を
以
て
參
じ
て
之
を
考
ふ
。
然
る
後
遠
近
の
實
分
率
に
定
ま
り
、
彼
此
の
實

準
望
に
定
ま
り
、
徑
路
の
實
道
里
に
定
ま
り
、
度
數
の
實
高
下
・
方
邪
・
迂
直
の
算
に
定
ま
る
。
故
に
峻
山
鉅
海
の
隔
・
絶
域
殊
方

の
迥
・
登
降
詭
曲
の
因
有
り
と
雖
も
、
皆
舉
げ
て
定
む
る
者
を
得
べ
し
。
準
望
の
法
既
に
正
し
け
れ
ば
、
則
ち
曲
直
遠
近
其
の
形
を

隱
す
所
無
き
な
り
。）

と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
裴
秀
の
文
章
（
『
禹
貢
地
域
圖
』
序
）
は
示
唆
に
富
む
。「
制
圖
之
體
有
六
焉
。
一
曰
分
率
、
所
以
辨
廣
輪
之
度
也
。
二

曰
準
望
、
所
以
正
彼
此
之
體
也
。
三
曰
道
里
、
所
以
定
所
由
之
數
也
。
四
曰
高
下
、
五
曰
方
邪
、
六
曰
迂
直
、
此
三
者
各
因
地
而
制
宜
、

所
以
校
夷
險
之
異
也
。」
の
箇
所
は
、
精
密
な
地
圖
製
作
上
の
六
つ
の
重
大
な
る
基
本
原
則
を
説
い
て
お
り
、
今
日
の
研
究
者
た
ち
が
一

様
に
、
科
学
的
地
圖
制
作
（
技
術
）
者
と
し
て
裴
秀
を
高
く
評
価
す
る
結
果
を
招
来
し
て
い
る

（
７
）

。

　

研
究
者
の
指
摘
す
る
よ
う
に

（
８
）

、
裴
秀
の
活
躍
し
た
三
國
西
晉
時
代
以
降
、
地
理
学
が
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
こ
と
は
、『
隋
書
』

經
籍
志
二
史
部
地
理
類
の
書
目
も
雄
弁
に
も
の
語
る
。
そ
し
て
一
百
三
十
九
部
、
一
千
四
百
三
十
二
巻

（
９
）

に
及
ぶ
書
名
を
列
挙
し
た
あ
と
後

序
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

昔
者
先
王
之
化
民
也
、
以
五
方
土
地
、
風
氣
所
生
、
剛
柔
輕
重
、
飲
食
衣
服
、
各
有
其
性
、
不
可
遷
變
。
是
故
疆
理
天
下
、
物
其
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土
宜
、
知
其
利
害
、
達
其
志
而
通
其
欲
、
齊
其
政
而
修
其
教
。
故
曰
廣
谷
大
川
異
制
、
人
居
其
間
異
俗
。
書
録
禹
別
九
州
、
定
其
山
川
、

分
其
圻
界
、
條
其
物
産
、
辨
其
貢
賦
、
斯
之
謂
也
。
周
則
夏
官
司
險
、
掌
建
九
州
之
圖
、
周
知
山
林
川
澤
之
阻
、
達
其
道
路
。
地
官

誦
訓
、
掌
方
志
以
詔
觀
事
、
以
知
地
俗
。
春
官
保
章
、
以
星
土
辨
九
州
之
地
、
所
封
之
域
、
以
觀
祅
祥
。
夏
官
職
方
、〔
夏
官
職
方　

按
、

「
夏
」
原
作
「
秋
」、
據
周
禮
改
。〕
掌
天
下
之
圖
地
、
辨
四
夷
八
蠻
九
貉
五
戎
六
狄
之
人
、
與
其
財
用
九
穀
六
畜
之
數
、
周
知
利
害
、

辨
九
州
之
國
、
使
同
其
貫
。
司
徒
掌
邦
之
土
地
之
圖
、
與
其
人
民
之
教
、
以
佐
王
擾
邦
國
、
周
知
九
州
之
域
、
廣
輪
之
數
、
辨
其
山

林
川
澤
丘
陵
墳
衍
原
隰
之
名
物
、
及
土
會
之
法
。
然
則
其
事
分
在

職
、
而
冢
宰
掌
建
邦
之
六
典
、
實
總
其
事
。
太
史
以
典
逆
冢
宰

之
治
、
其
書
蓋
亦
總
為
史
官
之
職
。
漢
初
、
蕭
何
得
秦
圖
書
、
故
知
天
下
要
害
。
後
又
得
山
海
經
、
相
傳
以
為
夏
禹
所
記
。
武
帝
時
、

計
書
既
上
太
史
、
郡
國
地
志
、
固
亦
在
焉
。
而
史
遷
所
記
、
但
述
河
渠
而
已
。
其
後
劉
向
略
言
地
域
、
丞
相
張
禹
使
屬
朱
貢
條
記
風
俗
、

班
固
因
之
作
地
理
志
。
其
州
國
郡
縣
山
川
夷
險
時
俗
之
異
、
經
星
之
分
、
風
氣
所
生
、
區
域
之
廣
、
戸
口
之
數
、
各
有
攸
敍
、
與
古

禹
貢
・
周
官
所
記
相
埒
。
是
後
載
筆
之
士
、
管
窺
末
學
、
不
能
及
遠
、
但
記
州
郡
之
名
而
已
。

　

晉
世
、
摯
虞
依
禹
貢
、
周
官
、
作
畿
服
經
、
其
州
郡
及
縣
分
野
封
略
事
業
、
國
邑
山
陵
水
泉
、
郷
亭
城
道
里
土
田
、
民
物
風
俗
、

先
賢
舊
好
、
靡
不
具
悉
、
凡
一
百
七
十
卷
、
今
亡
。
而
學
者
因
其
經
歴
、
並
有
記
載
、
然
不
能
成
一
家
之
體
。

　

齊
時
、
陵
澄
聚
一
百
六
十
家
之
説
、
依
其
前
後
遠
近
、
編
而
為
部
、
謂
之
地
理
書
。
任
昉
又
增
陸
澄
之
書
八
十
四
家
、
謂
之
地
記
。

陳
時
、
顧
野
王
抄
撰

家
之
言
、
作
輿
地
志
。
隋
大
業
中
、
普
詔
天
下
諸
郡
、
條
其
風
俗
物
産
地
圖
、
上
于
尚
書
。
故
隋
代
有
諸
郡

物
産
土
俗
記
一
百
五
十
一
卷
、
區
宇
圖
志
一
百
二
十
九
卷
、
諸
州
圖
經
集
一
百
卷
。
其
餘
記
注
甚

。
今
任
、
陸
二
家
所
記
之
内
而

又
別
行
者
、
各
録
在
其
書
之
上
、
自
餘
次
之
於
下
、
以
備
地
理
之
記
焉
。

　

（
昔
者
先
王
の
民
を
化
す
る
や
、
以
ら
く
五
方
の
土
地
、
風
氣
の
生
ず
る
所
、
剛
柔
輕
重
、
飲
食
衣
服
、
各
を
の
其
の
性
有
り
、

遷
變
す
べ
か
ら
ず
。
是
の
故
に
天
下
を
疆
理
す
る
に
、
其
の
土
宜
を
物
し
、
其
の
利
害
を
知
り
、
其
の
志
に
達
し
て
其
の
欲
に
通
じ
、

其
の
政
を
齊
し
く
し
て
其
の
教
を
修
む
。
故
に
曰
く
「
廣
谷
大
川
制
を
異
に
し
、
人
其
の
間
に
居
り
俗
を
異
に
す
」
と
。『
書
』
に
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禹
九
州
を
別
し
、
其
の
山
川
を
定
め
、
其
の
圻
界
を
分
か
ち
、
其
の
物
産
を
條
し
、
其
の
貢
賦
を
辨
ず
る
を
録
す
る
は
、
斯
れ
の
謂

ひ
な
り
。
周
は
則
ち
夏
官
司
險
、
九
州
の
圖
を
建
て
、
山
林
川
澤
の
阻
を
周
知
し
、
其
の
道
路
に
達
す
る
を
掌
る
。
地
官
誦
訓
、
方

志
を
掌
り
以
て
觀
事
を
詔
し
、
以
て
地
俗
を
知
る
。
春
官
保
章
、
星
土
を
以
て
九
州
の
地
・
封
ず
る
所
の
域
を
辨
じ
、
以
て
祅
祥
を

觀
る
。
夏
官
職
方
、
天
下
の
圖
地
を
掌
り
、
四
夷
八
蠻
九
貉
五
戎
六
狄
の
人
と
其
の
財
用
九
穀
六
畜
の
數
と
を
辨
じ
、
利
害
を
周
知

し
、
九
州
の
國
を
辨
じ
、
其
の
貫
を
同
じ
か
ら
し
む
。
司
徒
邦
の
土
地
の
圖
と
其
の
人
民
の
教
と
を
掌
り
、
以
て
王
の
邦
國
を
擾
す

る
を
佐
し
、
九
州
の
域
・
廣
輪
の
數
を
周
知
し
、
其
の
山
林
川
澤
丘
陵
墳
衍
原
隰
の
名
物
及
び
土
會
の
法
を
辨
ず
。
然
ら
ば
則
ち
其

の
事
分
か
れ
て

職
に
在
り
て
、
冢
宰
建
邦
の
六
典
を
掌
り
、
實
に
其
の
事
を
總
ぶ
。
太
史
以
て
冢
宰
の
治
を
典
逆
し
、
其
の
書
蓋

し
亦
た
總
て
史
官
の
職
為
り
。
漢
初
、
蕭
何
秦
の
圖
書
を
得
、
故
に
天
下
の
要
害
を
知
る
。
後
又
山
海
經
を
得
、
相
傳
へ
て
以
て
夏

禹
の
記
す
る
所
と
為
す
。
武
帝
の
時
、
計
書
既
に
太
史
に
上
げ
、
郡
國
の
地
志
、
固
よ
り
亦
在
り
焉
。
而
る
に
史
遷
記
す
る
所
、
但

河
渠
を
述
ぶ
る
の
み
。
其
の
後
劉
向
略
ぼ
地
域
を
言
ひ
、
丞
相
張
禹
屬
の
朱
貢
を
し
て
風
俗
を
條
記
せ
し
め
、
班
固
之
に
因
り
て
地

理
志
を
作
る
。
其
の
州
國
郡
縣
山
川
夷
險
時
俗
の
異
、
經
星
の
分
、
風
氣
生
ず
る
所
、
區
域
の
廣
、
戸
口
の
數
、
各
を
の
敍
す
る
攸

有
り
、
古
の
禹
貢
・
周
官
の
記
す
る
所
と
相
ひ
埒
す
。
是
の
後
載
筆
の
士
、
管
窺
末
學
、
遠
に
及
ぶ
能
は
ず
、
但
州
郡
の
名
を
記
す

る
の
み
。

　

晉
の
世
、
摯
虞
禹
貢
・
周
官
に
依
り
、
畿
服
經
を
作
り
、
其
の
州
郡
及
び
縣
の
分
野
封
略
事
業
、
國
邑
山
陵
水
泉
、
郷
亭
城
道
里

土
田
、
民
物
風
俗
、
先
賢
舊
好
、
具
悉
せ
ざ
る
靡
し
、
凡
そ
一
百
七
十
卷
、
今
亡
ぶ
。
而
る
に
學
者
其
の
經
歴
に
因
り
、
並
び
に
記

載
有
り
、
然
る
に
一
家
の
體
を
成
す
能
は
ず
。

　

齊
の
時
、
陵
澄
一
百
六
十
家
の
説
を
聚
め
、
其
の
前
後
遠
近
に
依
り
、
編
ん
で
部
と
為
し
、
之
を
地
理
書
と
謂
ふ
。
任
昉
又
陸
澄

の
書
に
八
十
四
家
を
增
し
、
之
を
地
記
と
謂
ふ
。
陳
の
時
、
顧
野
王

家
之
言
を
抄
撰
し
、
輿
地
志
を
作
る
。
隋
の
大
業
中
、
普
ね

く
天
下
の
諸
郡
に
詔
し
て
、
其
の
風
俗
物
産
の
地
圖
を
條
し
、
尚
書
に
上
す
。
故
に
隋
代
に
諸
郡
物
産
土
俗
記
一
百
五
十
一
卷
・
區
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宇
圖
志
一
百
二
十
九
卷
・
諸
州
圖
經
集
一
百
卷
有
り
。
其
の
餘
記
注
甚
は
だ

し
。
今
任
・
陸
二
家
記
す
る
所
の
内
に
し
て
又
別
行

す
る
者
、
各
を
の
録
し
て
其
の
書
の
上
に
在
り
、
自
餘
は
之
を
下
に
次
し
、
以
て
地
理
の
記
に
備
え
ん
。）

　

『
隋
書
』
經
籍
志
に
は
、
裴
秀
の
『
禹
貢
地
域
圖
』
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
『
隋
書
』
の
巻
六
十
八
宇
文
愷

列
傳
に
は
「
裴
秀
輿
地
、
以
二
寸
為
千
里
。」
と
断
片
的
な
デ
ー
タ
ー
が
残
存
す
る
。
ま
た
、
隋
の
虞
世
南
『
北
堂
書
鈔
』
巻
九
十
六
藝

文
部
二
圖
九
に
は
「
地
域
圖
」（
原
注
「
裴
秀
地
域
圖
云
、
上
考
禹
貢
山
海
原
隰
及
今
之
郡
邑
、
疆
界
為
地
域
圖
十
八
篇
。」
）
の
項
目
の

直
後
に
「
方
丈
圖
」
と
い
う
項
目
が
あ
っ
て
、
注
に
引
く
『
晉
諸
公
贊
』
に
「
司
空
裴
秀
以
舊
天
下
大
圖
、
用
縑
八
十
疋
、
省
視
既
難
、

事
又
不
審
、
乃
裁
減
為
方
丈
圖
。
以
一
分
為
十
里
、
一
寸
為
百
里
、
從
率
數
計
里
、
備
載
名
山
都
邑
、
王
者
可
不
下
堂
而
知
四
方
也
。」

と
あ
る
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
重
大
な
記
事
で
あ
る
。

　

『
方
丈
圖
』
と
は
実
に
興
味
深
い
代
物
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
こ
う
。
研
究
者
は
「
裴
秀
は
ま
た
、
旧
来
の
〝
天
下
大
図
〞
が
大
き
す
ぎ
、

絹
八
十
匹
に
も
及
び
、
閲
覧
に
不
便
で
あ
り
、
記
載
も
不
正
確
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
欠
点
を
改
正
し
、〝
一
分
を
十
里
と
な
し
、
一
寸

を
百
里
と
な
す
﹇
１
：
１
８
０
０
０
０
０
．
中
国
の
一
里
は
古
来
均
し
く
一
八
〇
丈
で
あ
る
．（
後
略
）
﹈
縮
尺
を
用
い
て
、
方
丈
図―

―

一
丈
四
方
の
図
を
作
製
し
た
．
図
に
は
〝
名
山
都
邑
を
欠
く
と
こ
ろ
な
く
載
せ
〞〝
王
者
が
堂
か
ら
下
り
な
く
て
も
、
四
方
の
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
〞
よ
う
に
し
」
た
と
解
釈
す
る

）
10
（

。
ど
う
や
ら
裴
秀
の
『
禹
貢
地
域
圖
』（
『
輿
地
（
圖
）
』
）
は
「
一
分
を
十
里
と
な
し
、

一
寸
を
百
里
と
な
す
」（
も
し
く
は
二
寸
を
千
里
と
な
す

）
11
（

）
方
丈
図―

―

一
丈
四
方
の
図
で
あ
っ
た
よ
う
な
の
だ
。

　

裴
秀
の
『
方
丈
圖
』『
禹
貢
地
域
圖
』
は
、
疑
い
の
余
地
な
く
謝
莊
の
「
作
品
」
を
解
明
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
手
掛
か
り
で
あ
る
。

裴
秀
が
（
皇
帝
の
命
を
受
け
て
）「
禹
貢
の
山
海
川
流
、
原
隰
陂
澤
、
古
の
九
州
、
及
び
今
の
十
六
州
、
郡
國
の
縣
邑
、
疆
界
の
郷
陬
、

及
び
古
國
盟
會
の
舊
名
、
水
陸
の
徑
路
を
考
え
、
地
圖
十
八
篇
と
為
」（
裴
秀
『
禹
貢
地
域
圖
』
序
）
し
た
の
に
倣な

ら

っ
て
、
謝
莊
は
『
春

秋
左
氏
經
傳
』
を
国
ご
と
に
編
集
し
直
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
識
に
基
づ
い
て
、
地
形
や
行
政
区
分
の
境
界
線
を
描
い
た
（
戓
は
想
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像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
春
秋
盟
會
の
故
地
な
ど
も
克
明
に
記
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
）
木
製
の
地
図
を
作
製
し
た
の
で

あ
る
。
裴
秀
の
『
方
丈
圖
』
が
正
し
く
一
八
〇
万
分
の
一
の
縮
尺
で
あ
る
な
ら
、
謝
莊
の
「
木
方
丈
圖
」（
仮
称
）
も
お
そ
ら
く
同
縮
尺

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

結
語

　

謝
莊
の
「
作
品
」
の
本
質
は
ほ
ぼ
解
明
で
き
た
。「
分
左
氏
經
傳
、
隨
國
立
篇
、
製
木
方
丈
、
圖
山
川
土
地
、
」
と
は
、
西
晉
時
代
か
ら

顕
著
に
な
っ
て
き
た
『
春
秋
』『
左
氏
傳
』
を
経
典
と
し
て
で
な
く
、
史
料
と
し
て
扱
う
ト
レ
ン
ド
に
乗
り
、
春
秋
時
代
の
諸
国
の
歴
史

を
国
別
に
再
構
成
す
る
と
い
う
劃
期
的
な
創
意
工
夫
を
行
い
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
自
然
の
地
形
・
領
地
の
か
た
ち
を
、
方
丈
と
い
う
大

型
の
木
板
の
上
に
詳
細
に
描
い
た
精
密
な
地
図
を
製
作
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
こ
こ
ま
で
の
検
証
作
業
で
明
ら
か
に
で

き
た
。
た
だ
未
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
の
は
「
各
有
分
理
、
離
之
則
州
別
郡
殊
、
合
之
則
宇
内
為
一
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
意
は
明

快
で
あ
る
。「
行
政
区
分
の
境
界
に
沿
っ
て
切
れ
目
を
入
れ
て
、
分
離
す
れ
ば
州
・
郡
ご
と
に
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
合
体
さ
せ
れ
ば
天
下

世
界
は
統
一
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
こ
と
は
誰
に
で
も
分
か
る
。
私
に
判
断
が
つ
か
な
い
の
は
そ
の
動
機
で
あ
る
。
南
朝
と
北

朝
と
の
分
裂
と
い
う
深
刻
な
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
、
天
下
統
一
へ
の
切
な
る
願
い
が
こ
の
よ
う
な
凝
っ
た
地
図
を
作
る
動
機
だ
っ
た
、

と
結
論
づ
け
れ
ば
一
応
は
得
心
が
行
く
。
だ
が
、「
明
堂
歌
」
の
検
討
で
、
謝
莊
の
ひ
と
す
じ
な
わ
で
は
い
か
な
い
性
格
や
過
剰
な
ま
で

の
遊
戯
へ
の
志
向
を
知
っ
て
い
る
が
故
に
、
む
し
ろ
ば
ら
ば
ら
に
で
き
る
こ
と
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
地
図
が
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
に
な
る

こ
と
を
発
見
し
た
こ
と
に
対
す
る
純
粋
な
驚
き
や
喜
び
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
遊
戯
そ
れ
自
体
の
面
白
さ
、
こ
ち
ら
こ
そ
が
謝
莊
の
本
当
の

動
機
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
懸
案
で
あ
っ
た
、
謝
莊
の
「
作
品
」
の
本
質
の
解
明
に
は
ほ
ぼ
成
功
し
た
。
と
い

う
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
本
論
考
の
所
期
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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注
（
１
）　

南
澤
良
彦
「
南
朝
の
明
堂
に
つ
い
て―

謝
莊
の
明
堂
歌
を
中
心
と
し
て―

」（
平
成
一
四
〜
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
（
Ｂ
）(

２)

課
題
番
号
一
四
三
一
〇
〇
〇
九
、
研
究
代
表
者　

宇
佐
美
文
理
『
六
朝
隋
唐
精
神
史
の
研
究
』
研
究
成
果
報
告
書
（
論
考
篇
）、
平
成
一
七
年
三
月
）。

（
２
）　

前
掲
論
文
一
〇
五
頁
。

（
３
）　

同
右
。

（
４
）　

通
し
番
号
は
、
興
膳
宏
・
川
合
康
三
『
隋
書
經
籍
志
詳
攷
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）
の
も
の
を
使
用
す
る
。

（
５
）　

【
】
内
は
原
注
、
以
下
同
じ
。

（
６
）　

『
晉
書
』
巻
三
十
四
杜
預
列
傳
「
預
身
不
跨
馬
、
射
不
穿
札
、
而
每
任
大
事
、
輒
居
將
率
之
列
。
結
交
接
物
、
恭
而
有
禮
、
問
無
所
隱
、
誨
人
不
倦
、

敏
於
事
而
慎
於
言
。
既
立
功
之
後
、
從
容
無
事
、
乃
耽
思
經
籍
、
為
春
秋
左
氏
經
傳
集
解
。
又
參
攷

家
譜
第
、
謂
之
釋
例
。
又
作
盟
會
圖
、
春
秋
長
曆
、

備
成
一
家
之
學
、
比
老
乃
成
。
又
撰
女
記
讚
。
當
時
論
者
謂
預
文
義
質
直
、
世
人
未
之
重
、
唯
祕
書
監
摯
虞
賞
之
、
曰
、『
左
丘
明
本
為
春
秋
作
傳
、
而
左

傳
遂
自
孤
行
。
釋
例
本
為
傳
設
、
而
所
發
明
何
但
左
傳
、
故
亦
孤
行
。』
時
王
濟
解
相
馬
、
又
甚
愛
之
、
而
和
嶠
頗
聚
斂
、
預
常
稱
『
濟
有
馬
癖
、
嶠
有
錢
癖
』。

武
帝
聞
之
、
謂
預
曰
、『
卿
有
何
癖
。』
對
曰
、『
臣
有
左
傳
癖
。』
」

（
７
）　

ジ
ョ
セ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム
『
中
国
の
科
学
と
文
明
』（
思
索
社
、
一
九
七
六
年
）
第
六
巻
「
地
の
科
学
」
第
22
章
「
地
理
学
と
地
図
学
」
五
〇
〜
五
二
頁
、

杜
石
然
・
范
楚
玉
・
陳
美
東
・
金
秋
鵬
・
周
世
徳
・
曹
婉
如
『
中
国
科
学
技
術
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
第
５
章
５
「
地
学
の
新
し
い
進
展
」

二
三
九
〜
二
四
〇
頁
を
参
照
。

（
８
）　

杜
石
然
他
前
掲
書
二
三
八
頁
以
降
。

（
９
）　

『
隋
書
』
經
籍
志
原
文
の
挙
げ
る
数
字
。
実
数
は
、
一
百
三
十
八
部
、
一
千
四
百
二
十
八
巻
。（
興
膳
・
川
合
前
掲
書
四
三
八
頁
）

（
10
）　

杜
石
然
他
前
掲
書
二
三
九
頁
。

（
11
）　

一
寸
を
百
里
と
す
る
か
二
寸
を
千
里
（
つ
ま
り
一
寸
五
百
里
）
と
す
る
か
は
相
当
大
き
な
相
違
だ
か
ら
、
曹
婉
如
「
裴
秀
」（
『
中
国
古
代
科
学
家
傳
記
』、

科
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
二
年
）
は
『
禹
貢
地
域
圖
』
十
八
篇
は
『
方
丈
圖
』
で
な
く
、
一
寸
百
里
の
縮
尺
の
『
方
丈
圖
』
を
「
底
圖
」
と
し
て
二

寸
千
里
の
縮
尺
に
縮
小
し
た
も
の
だ
と
推
定
す
る
。


